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株 主 資 本 等 変 動 計 算 書
個 別 注 記 表
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連結計算書類の「連結株主資本等変動計算書」および「連結注記表」ならびに計算
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おります。

株式会社　中 央 倉 庫

表紙



連結株主資本等変動計算書
( 自　2020年 4 月 1 日

至　2021年 3 月31日 )
（単位：千円）

株 主 資 本

資 本 金 資本剰余金 利益剰余金 自 己 株 式 株主資本合計

当 連 結 会 計 年 度 期 首 残 高 2,734,294 2,263,807 30,735,900 △98,635 35,635,367

当 連 結 会 計 年 度 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △426,880 △426,880

親会社株主に帰属する当期純利益 1,307,297 1,307,297

株主資本以外の項目の当連
結 会 計 年 度 変 動 額 (純 額 )

当 連 結 会 計 年 度 変 動 額 合 計 － － 880,416 － 880,416

当 連 結 会 計 年 度 末 残 高 2,734,294 2,263,807 31,616,317 △98,635 36,515,783

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額
非支配株主
持　　　分 純資産合計その他有価証

券評価差額金
為替換算
調整勘定

退職給付に係
る調整累計額

そ の 他 の
包 括 利 益
累計額合計

当 連 結 会 計 年 度 期 首 残 高 2,775,986 △1,964 37,739 2,811,761 212,816 38,659,944

当 連 結 会 計 年 度 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △426,880

親会社株主に帰属する当期純利益 1,307,297

株主資本以外の項目の当連
結 会 計 年 度 変 動 額 (純 額 ) 948,668 1,139 111,453 1,061,261 16,219 1,077,481

当 連 結 会 計 年 度 変 動 額 合 計 948,668 1,139 111,453 1,061,261 16,219 1,957,897

当 連 結 会 計 年 度 末 残 高 3,724,654 △824 149,193 3,873,023 229,035 40,617,842

（注）　記載金額は千円未満を切捨てて表示しております。
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連結注記表
１．連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記

⑴　連結の範囲に関する事項
　連結子会社…………………………２社：中倉陸運㈱、中央倉庫ワークス㈱

⑵　持分法の適用に関する事項
①　持分法適用の関連会社…………３社：㈱文祥流通センター、ユーシーエス㈱、安田中倉国際貨運代理（上海）

有限公司
②　持分法の適用の手続について特に記載すべき事項

　持分法適用会社のうち、決算日が連結決算日と異なる会社については、各社の直近の事業年度に係る計算書
類を使用しております。

⑶　連結子会社の事業年度等に関する事項
連結子会社の事業年度の末日は、連結決算日と一致しております。

⑷　会計方針に関する事項
①　重要な資産の評価基準及び評価方法

イ　有価証券
その他有価証券

時価のあるもの　　　　　　連結決算日の市場価格等に基づく時価法
（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により
算定しております。）

時価のないもの　　　　　　移動平均法による原価法
ロ　たな卸資産

貯蔵品　　　　　　　　　　　最終仕入原価法
（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定して
おります。）

②　重要な減価償却資産の減価償却の方法
イ　有形固定資産（リース資産を除く）

定率法によっております。
なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

建物及び構築物　　　10年～65年
機械装置及び運搬具　 4 年～17年

ロ　無形固定資産（リース資産を除く）
定額法によっております。ただし、ソフトウェア（自社利用分）については、社内における利用可能期間（５

年）に基づく定額法によっております。
ハ　リース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。
③　重要な引当金の計上基準

イ　貸倒引当金
債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権

については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。
ロ　賞与引当金

従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額を計上しております。
ハ　役員賞与引当金

役員賞与の支出に備えるため、当連結会計年度における支給見込額を計上しております。
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④　退職給付に係る会計処理の方法
退職給付に係る負債は、従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における見込額に基づき、退職給

付債務から年金資産の額を控除した額を計上しております。
退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法については、

給付算定式基準によっております。
数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定年数（10年）に

よる定額法により発生の翌連結会計年度から費用処理しております。
過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定年数（10年）による定額法により、費用

処理しております。
未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用については、税効果を調整の上、純資産の部におけるその他

の包括利益累計額の退職給付に係る調整累計額に計上しております。
なお、一部の連結子会社は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職一時金制度については、退

職給付に係る期末自己都合要支給額を退職給付債務とし、企業年金制度については、直近の年金財政計算上の数
理債務をもって退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。

⑤　その他連結計算書類作成のための基本となる重要な事項
　消費税等の会計処理

　消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

２．表示方法の変更に関する注記
（「会計上の見積りの開示に関する会計基準」の適用）

「会計上の見積りの開示に関する会計基準」（企業会計基準第31号　2020年３月31日）を当連結会計年度の年
度末に係る連結計算書類から適用し、連結計算書類に重要な会計上の見積りに関する注記を記載しております。

３．会計上の見積りに関する注記
（有形固定資産の評価）
⑴　当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

有形固定資産　：　27,365,620千円
⑵　会計上の見積りの内容について連結計算書類利用者の理解に資するその他の情報

当社グループは、有形固定資産に減損の兆候がある資産または資産グループについて、当該資産または資産グ
ループから得られる割引前将来キャッシュ・フローの総額がこれらの帳簿価額を下回る場合には、減損損失を認
識しております。

資産は、事業用資産、共用資産、遊休資産に分類しており、事業用資産については、他の資産または資産グル
ープのキャッシュ・フローから概ね独立したキャッシュ・フローを生み出す最小の単位である各事業所を資金生
成単位とみなしております。兆候判定資料において、事業所ごとに資産または資産グループの時価の下落、収益
性の低下や経営環境の著しい悪化等に基づき減損の兆候判定を行っております。

減損の兆候があると認められた場合には、各事業所単位の事業計画を基礎にして、資産または資産グループの
中の主要な資産の経済的残存使用年数にわたり、当該資産または資産グループから得られる割引前将来キャッシ
ュ・フローの総額を見積り、帳簿価額との比較を行っております。当該見積りの基礎となる事業計画においては、
収益の予測に重要な影響を与える日本国内の貨物及び輸出入貨物の取扱量に一定の仮定を置いております。

なお、当連結会計年度において、営業倉庫としての利用を取りやめたことに伴い減損損失を計上した１件を除
き、減損の兆候は識別しておりません。

また、新型コロナウイルス感染症拡大により社会経済活動が停滞している影響は、翌連結会計年度における動
向も不透明感が強く貨物取扱量の大幅な回復は難しいものと仮定しておりますが、現時点において当社グループ
の事業活動及び経営成績等に与える影響はあるものの限定的であると考えております。

しかしながら、今後、日本や諸外国でのより深刻な感染の拡大や事後的な状況の変化により、日本国内の貨物
及び輸出入貨物の取扱量が大幅に減少した場合には、翌連結会計年度の連結計算書類に影響を及ぼす可能性があ
ります。

－ 3 －

連結注記表



４．連結貸借対照表に関する注記
⑴　担保に供している資産及び担保に係る債務

①　担保に供している資産
建物 2,287,155千円
土地 814,516千円
　計 3,101,671千円

②　担保に係る債務
短期借入金 426,000千円
一年内返済予定の長期借入金 234,000千円
長期借入金 1,097,500千円
　計 1,757,500千円

⑵　有形固定資産の減価償却累計額 31,338,012千円
⑶　保証債務

連結会社以外の会社の金融機関からの借入に対して、次のとおり債務保証を行っております。
豊通ペットリサイクルシステムズ㈱　　　　　　　　　       84,250千円

５．連結株主資本等変動計算書に関する注記
⑴　発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

株 式 の 種 類 当 連 結 会 計 年 度
期 首 株 式 数 （ 株 ）

当 連 結 会 計 年 度
増 加 株 式 数 （ 株 ）

当 連 結 会 計 年 度
減 少 株 式 数 （ 株 ）

当 連 結 会 計 年 度 末
株 式 数 （ 株 ）

発 行 済 株 式

普 通 株 式 19,064,897 － － 19,064,897

合 計 19,064,897 － － 19,064,897

自 己 株 式

普 通 株 式 92,423 － － 92,423

合 計 92,423 － － 92,423

⑵　配当に関する事項
①　配当金支払額

決 議 株 式 の 種 類 配当金の総額
(千円)

１ 株 当 た り
配 当 額 (円 ) 基 準 日 効 力 発 生 日

2 0 2 0 年 ６ 月 2 6 日
定 時 株 主 総 会 普 通 株 式 237,155 12.50 2020年３月31日 2020年６月29日

2 0 2 0 年 1 1 月 ６ 日
取 締 役 会 普 通 株 式 189,724 10.00 2020年９月30日 2020年12月８日

計 426,880
②　基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

2021年６月25日開催の定時株主総会の議案として、普通株式の配当に関する事項を次のとおり提案する予定
であります。

配当金の総額 237,155千円
１株当たり配当額 12円50銭
基準日 2021年３月31日
効力発生日 2021年６月28日
なお、配当原資につきましては、利益剰余金とすることを予定しております。
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６．金融商品に関する注記
⑴　金融商品の状況に関する事項

①　金融商品に対する取組方針
当社グループは、設備投資計画に照らして、必要な資金を主に銀行借入により調達しております。一時的な余

資は主に安全性の高い預金により運用し、また、短期的な運転資金を銀行借入により調達しております。
②　金融商品の内容及びそのリスク

営業債権である受取手形及び営業未収入金は、顧客の信用リスクに晒されております。
投資有価証券である株式は、主に業務上の関係を有する企業の株式であり、市場価格の変動リスクに晒されて

おります。
営業債務である支払手形及び営業未払金は、そのほとんどが３ヶ月以内の支払期日であります。
借入金のうち、短期借入金は主に営業取引に係る資金調達であり、長期借入金は主に設備投資に係る資金調達

であります。
③　金融商品に係るリスク管理体制

イ　信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理
当社グループは、営業債権について、主要な取引先の状況を定期的にモニタリングし、取引相手ごとに期日

及び残高を管理するとともに、財務状況等の悪化等による回収懸念の早期把握や軽減を図っております。
ロ　市場リスク（為替や金利等の変動リスク）の管理

投資有価証券については、定期的に時価や発行体（取引先企業）の財務状況等を把握し、取引先企業との関
係を勘案して保有状況を継続的に見直しております。

ハ　資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払いを実行できなくなるリスク）の管理
当社グループは、各部署からの報告に基づき担当部署が適時に資金繰計画を作成・更新するとともに、手許

流動性の維持などにより流動性リスクを管理しております。
④　金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価額が含ま
れております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用することに
より、当該価額が変動することがあります。
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⑵　金融商品の時価等に関する事項
2021年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは含まれておりません。（（注）２．参照）
連 結 貸 借 対 照 表
計 上 額 （ 千 円 ） 時 　 価 （ 千 円 ） 差 　 額 （ 千 円 ）

⑴ 現 金 及 び 預 金 8,107,374 8,107,374 －

⑵ 受 取 手 形 及 び 営 業 未 収 入 金 4,754,382 4,754,382 －

⑶ 投 資 有 価 証 券 9,458,559 9,458,559 －

資 産 計 22,320,316 22,320,316 －

⑴ 支 払 手 形 及 び 営 業 未 払 金 1,638,001 1,638,001 －

⑵ 短 期 借 入 金 3,110,000 3,110,000 －

⑶ 長 期 借 入 金 2,357,886 2,354,486 △3,400

負 債 計 7,105,887 7,102,487 △3,400
（注）１．金融商品の時価の算定方法及び有価証券に関する事項

資産
⑴　現金及び預金、並びに⑵　受取手形及び営業未収入金

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっておりま
す。

⑶　投資有価証券
投資有価証券の時価について、株式は取引所の価格によっております。
なお、有価証券はその他有価証券として保有しており、これに関する連結貸借対照表計上額と取得原価と
の差額は以下のとおりであります。

種 類 取 得 原 価
（千円）

連 結 貸 借 対 照 表
計 上 額 （ 千 円 ） 差 　 額 （ 千 円 ）

連 結 貸 借 対 照 表 計 上 額 が
取 得 原 価 を 超 え る も の 株 式 3,642,401 8,953,331 5,310,930

連 結 貸 借 対 照 表 計 上 額 が
取 得 原 価 を 超 え な い も の 株 式 532,593 505,227 △27,365

合 計 4,174,994 9,458,559 5,283,564
負債

⑴　支払手形及び営業未払金、並びに⑵　短期借入金
これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっておりま
す。

⑶　長期借入金
長期借入金の時価については、元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想定される利率で割り引
いて算定する方法によっております。

２．時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品
連 結 貸 借 対 照 表 計 上 額 （ 千 円 ）

関 連 会 社 株 式 166,998

そ の 他 有 価 証 券

非 上 場 株 式 298,996

合 計 465,994
これらについては、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められることから、「⑶
投資有価証券」に含めておりません。

３．金銭債権の連結決算日後の償還予定額

１ 年 以 内
（千円）

１ 年 超
５ 年 以 内

（千円）

５ 年 超
1 0 年 以 内

（千円）

1 0  年  超
（千円）

現 金 及 び 預 金 8,107,374 － － －

受 取 手 形 及 び 営 業 未 収 入 金 4,754,382 － － －

合 計 12,861,757 － － －
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４．長期借入金の連結決算日後の返済予定額

１ 年 以 内
（千円）

１ 年 超
２ 年 以 内

（千円）

２ 年 超
３ 年 以 内

（千円）

３ 年 超
（千円）

長 期 借 入 金 477,886 464,000 464,000 952,000

７．賃貸等不動産に関する注記
⑴　賃貸等不動産の状況に関する事項

当社グループは、京都府を中心に、賃貸用の倉庫、土地、建物その他施設を有しております。当連結会計年度に
おける当該賃貸等不動産に関する賃貸損益は256,416千円（賃貸収益は営業収益に、主な賃貸費用は営業原価に計
上）であります。

⑵　賃貸等不動産の時価に関する事項
賃貸等不動産の連結貸借対照表計上額、当連結会計年度増減額及び時価は、次のとおりであります。

連結貸借対照表計上額（千円） 当連結会計年度末の時価
（千円）当連結会計年度期首残高 当 連 結 会 計 年 度 増 減 額 当 連 結 会 計 年 度 末 残 高

2,267,224 1,034,472 3,301,696 4,971,340
（注）１．連結貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額を控除した金額であります。

２．当連結会計年度増減額のうち増加額は自社使用不動産から賃貸等不動産への振替（1,132,440千円）及び設
備投資（18,950千円）であり、減少額は減価償却額（116,918千円）であります。

３．当連結会計年度末の時価は、主として「不動産鑑定評価基準」に基づいて自社で算定した金額（指標等を用
いて調整を行ったものを含む。）であります。

８．１株当たり情報に関する注記
①　１株当たり純資産額 2,128円81銭
②　１株当たり当期純利益 68円90銭

９．その他の注記
（減損損失に関する注記）

当社グループは、以下の資産について減損損失を計上しました。
場所 用途 種類 減損損失

北陸支店福井営業所
（福井県福井市） 事業用資産 建物及び構築物 24,010千円

当連結会計年度において、一部既存倉庫の建物及び付属する設備が老朽化したことから営業倉庫としての利用を
取りやめたことにより、将来の使用見込みがなくなったため、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を
減損損失として特別損失に計上しました。
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株主資本等変動計算書
( 自　2020年 4 月 1 日

至　2021年 3 月31日 )
（単位：千円）

株 主 資 本

資本金

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

自己株式 株主資本
合　　計資本準備金 資本剰余金

合　　　計 利益準備金
その他利益剰余金

利益剰余金
合　　　計圧縮記帳

積 立 金
配　当
積立金

別　途
積立金

繰越利益
剰 余 金

当 期 首 残 高 2,734,294 2,263,807 2,263,807 442,207 1,417,691 1,031,000 21,410,000 5,096,648 29,397,548 △98,635 34,297,014

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △426,880 △426,880 △426,880

当 期 純 利 益 1,190,002 1,190,002 1,190,002

圧縮記帳積立金の取崩 △7,605 7,605 － －

株 主 資 本 以 外 の
項目の当期変動額(純額)

当 期 変 動 額 合 計 － － － － △7,605 － － 770,727 763,122 － 763,122

当 期 末 残 高 2,734,294 2,263,807 2,263,807 442,207 1,410,086 1,031,000 21,410,000 5,867,376 30,160,670 △98,635 35,060,136

評価・換算差額等

純資産合計そ の 他
有 価 証 券
評価差額金

評価・換算
差額等合計

当 期 首 残 高 2,755,483 2,755,483 37,052,497

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △426,880

当 期 純 利 益 1,190,002

圧縮記帳積立金の取崩 －

株 主 資 本 以 外 の
項目の当期変動額(純額) 953,503 953,503 953,503

当 期 変 動 額 合 計 953,503 953,503 1,716,625

当 期 末 残 高 3,708,986 3,708,986 38,769,123

（注）　記載金額は千円未満を切捨てて表示しております。
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個別注記表
１．重要な会計方針に係る事項に関する注記

⑴　資産の評価基準及び評価方法
①　有価証券

子会社株式及び関連会社株式　　移動平均法による原価法
その他有価証券

時価のあるもの　　　　　　　決算日の市場価格等に基づく時価法
（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により
算定しております。）

時価のないもの　　　　　　　移動平均法による原価法
②　たな卸資産

貯蔵品　　　　　　　　　　　　最終仕入原価法
（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定して
おります。）

⑵　固定資産の減価償却の方法
①　有形固定資産（リース資産を除く）

定率法によっております。
なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

建物　　　　　　　　　15年～65年
構築物　　　　　　　　10年～50年
機械装置　　　　　　　 7 年～17年
車両運搬具　　　　　　 4 年～ 6 年
工具、器具及び備品　　 5 年～20年

②　無形固定資産（リース資産を除く）
定額法によっております。ただし、ソフトウェア（自社利用分）については、社内における利用可能期間（５

年）に基づく定額法によっております。
③　リース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。
⑶　引当金の計上基準

①　貸倒引当金
債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権に

ついては個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。
②　賞与引当金

従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額を計上しております。
③　役員賞与引当金

役員賞与の支出に備えるため、当事業年度における支給見込額を計上しております。
④　退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき、発生し
ていると認められる額を計上しております。

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属させる方法については、給付
算定式基準によっております。

数理計算上の差異は、各期の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定年数（10年）による定額法
により発生の翌期から費用処理しております。

過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定年数（10年）による定額法により費用処
理しております。

⑷　その他計算書類作成のための基本となる重要な事項
①　消費税等の会計処理方法

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。
②　退職給付に係る会計処理

退職給付に係る未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用の未処理額の会計処理の方法は、連結計算書
類におけるこれらの会計処理の方法と異なっております。

２．表示方法の変更に関する注記
（「会計上の見積りの開示に関する会計基準」の適用）

「会計上の見積りの開示に関する会計基準」（企業会計基準第31号　2020年３月31日）を当事業年度の年度末
に係る計算書類から適用し、計算書類に重要な会計上の見積りに関する注記を記載しております。
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３．会計上の見積りに関する注記
（有形固定資産の評価）
⑴　当事業年度の計算書類に計上した金額

有形固定資産　：　26,885,171千円
⑵　会計上の見積りの内容について計算書類利用者の理解に資するその他の情報

連結注記表に記載のとおりであります。

４．貸借対照表に関する注記
⑴　担保に供している資産及び担保に係る債務

①　担保に供している資産
建物 2,287,155千円
土地 814,516千円
　計 3,101,671千円

②　担保に係る債務
短期借入金 426,000千円
一年内返済予定の長期借入金 234,000千円
長期借入金 1,097,500千円
　計 1,757,500千円

⑵　有形固定資産の減価償却累計額 29,448,582千円
⑶　保証債務

連結会社以外の会社の金融機関からの借入に対して、次のとおり債務保証を行っております。
豊通ペットリサイクルシステムズ㈱　　　　　　　　　　       84,250千円

⑷　関係会社に対する金銭債権及び金銭債務
①　短期金銭債権 996千円
②　短期金銭債務 358,045千円

５．損益計算書に関する注記
関係会社との取引高
①　営業取引による取引高

営業収益 61,424千円
営業原価 3,432,121千円

②　営業取引以外による取引高 27,598千円

６．株主資本等変動計算書に関する注記
自己株式の種類及び株式数に関する事項

株 式 の 種 類 当 事 業 年 度 期 首
株  式  数 （ 株 ）

当 事 業 年 度 増 加
株  式  数 （ 株 ）

当 事 業 年 度 減 少
株  式  数 （ 株 ）

当 事 業 年 度 末
株  式  数 （ 株 ）

普 通 株 式 92,423 － － 92,423
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７．税効果会計に関する注記
繰延税金資産及び繰延税金負債の主な原因別内訳

繰延税金資産
賞与引当金 54,595千円
未払事業税 24,710千円
有形固定資産 726,330千円
投資有価証券 12,080千円
退職給付引当金 49,185千円
長期未払金 5,724千円
その他 40,057千円

繰延税金資産小計 912,684千円
評価性引当額 △20,691千円
繰延税金資産計 891,992千円
繰延税金負債

圧縮記帳積立金 △617,786千円
その他有価証券評価差額金 △1,538,635千円

繰延税金負債計 △2,156,421千円
繰延税金負債の純額 △1,264,428千円

８．１株当たり情報に関する注記
①　１株当たり純資産額 2,043円44銭
②　１株当たり当期純利益 62円72銭

９．連結配当規制適用会社に関する注記
当社は、連結配当規制適用会社であります。

10．その他の注記
（減損損失に関する注記）

当社は、以下の資産について減損損失を計上しました。
場所 用途 種類 減損損失

北陸支店福井営業所
（福井県福井市） 事業用資産 建物及び構築物 24,010千円

当事業年度において、一部既存倉庫の建物及び付属する設備が老朽化したことから営業倉庫としての利用を取り
やめたことにより、将来の使用見込みがなくなったため、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損
損失として特別損失に計上しました。
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